




























































































































































































































多摩ー ユー タウン2住区 多摩ー ユー タウン 12住区 マナール穴生
長峰社のー~五番街 長池せせらぎ通り地区
所在地 東京都稲城市長峰2・3丁目 東京都八王子市別所 福岡県北九州市八幡西区鉄竜l
丁目
事業者 住宅・都市整備公団 住宅・都市整備公団 北九州市住宅供給公社、北九州
市都市開発事業協同組合
施工期間 平成 5 年 3 月 ~8 年 3 月 平成 4年 3 月 ~7 年 3 月 平成 6 年 2 月 ~7 年 8 月
用途等 分譲住宅、賃貸住宅 分譲住宅、賃貸住宅 分譲住宅
中高層 (5~14 階) 中高層 (5~11 階) 高層(14階)
944戸 500戸 173戸
8.9ha 5.0ha 17，522ri' 
構造 鉄筋コンクリート 鉄筋コンクリート 鉄骨鉄筋コンクリート
分譲価格 3LDK (93~ 122 ri')で 4，400万~ 3LDK (88~98 ri')で 4，600万~ 3LDK(78ri')で2，500万円台(最




整備手法 多摩ーユータウン2住区 多摩ーユータウン 12住区 マ7ール穴生
長峰杖のー~五番街 長池せせらぎ通り地区
1 エネルギーの節減 パッシブソーラーシスァ 断熱化構造
地 と有効利用 ム
球 自然・未利用ヱネル 太陽電池を利用した照 ソーフーポンプ(地中ダ 太陽熱温水器の設霞
環 ギーの有効利用 明・サイン ムからせせらぎへの揚 外灯にソーラーライト使
境 アクティブソーラーシス 水) 用
の テム 風力発電風車の設置
保 耐久性の向上と資 雨水貯水槽(散水用) 雨水貯水槽(散水用)
全 源の有効利用 廃木の利用
南洋材使用の抑制
環境負荷低減と廃 間伐材を利用したウッド 再生砕石の利用 コンポストの設置
棄物削減 デッキ
再生砕石の利用
2 生態的豊かさと循 雨水の地下浸透 せせらぎ緑道(多自然型 隣接する緑地との一体的
周 環性の確保 (透水性舗装・雨水浸透 親水空間) 整備
辺 ます) 住宅棟への雨水集水管の ベランダ共有部分の緑化
環 擁壁・壁面の緑化 設置 傾斜地を利用した車庫














居 健康で快適な室内 局窓の確保による通風・ フイトコートの設置
住 環境 採光の容易な中高層住宅
環 安心して住み続けら 高齢者・障害者に配慮し 高齢者・障害者に配慮し 両齢者・障害者に配慮し
境 れる住環境 た住宅仕様 た住宅仕様 た住宅仕様
の 豊かな集住性の実 コミユーアイガーデン 小広場、プレイロット 散策路やコミユーアイ空



















































































































































住宅地区改良事業 コミュニティ住環境整備事業 地区住環境総合整備事業 街なみ整備促進事業 環境共生住宅市街地モデル事業
不良住宅が密集する 不良住宅が集合していること、小規模な敷地が連たん 狭隆道路密集地区等につ 既成市街地のうち中間的 環境への負荷を低減する等一定の要件を
地区の整備改善を図 していること等により住環境の劣っている地区の住宅 いて、地区住民による自 住環境水準の地区につい 満たすモデル性の高い住宅市街地の整備
回
り、健康で文化的な 事情の改善と環境の整備を行う。 主的な住環境の整備・改 て、ゆとりとうるおいの に対して補助を行う。
生活を営むに足りる 善を支援することによ ある住宅地の形成のため
住宅の集団的建設を り、住環境の総合的改善 地方公共団体及び街づく
的 促進する。 を図る。 り協定を結んだ住民が協
力して、住宅等及び地区
施設の整備を図る。
(1)地区面積0.15h!l (1)地区面積 1(0.5)ha以上 (1)地区面積1(0. 5)ha (1)地区面積 1ha以上 0街なみ整備促進区域 (1)集団的に建設される住宅団地(概ね
以上 (2)不良住宅戸数 50(25)以 以上 (2)接道不良住宅率70% (1)区域面積lha以上 50戸以上)であること
(2)不良住宅戸数50 上 (2)小規模敷地数70 以上 (2)幅員6皿以上の道路が (2)住宅の断熱構造化、省エネ設備及び
戸以上 (3)住宅密度 (4)不良住 (35)ha以上 (3)住宅密度 55戸Iha 114以上 敷地内緑化等一定の要件を満たすこ
採 (3)不良住宅率80% (戸lha) 宅率(百) (3)小規模敷地率70 以上 (3)公閤等の面積が3百未満 と
以上 %以上 0街なみ整備事業地区 (3)地球温暖化防止、資源の有効利用等
択 (4)住宅密度80戸lha30以上40未満 70以上 (4)住宅密度 (1)区域面積 O.2ha以上 及び自然環境の保全の各々の技術に
用 以上
40以上50未満 60以上 55戸Iha以上 (2)街なみ整備促進区域 対応した施設の整備を行うこと
50以上60未満 50以上 内で街づくり協定が





(1)不良住宅買収除 (1)不良住宅の買収除去費 (1)公共施設等の整備 (1)事業計画作成費、地 (1)整備方針策定費、整 (1)環境共生住宅市街地整備費[1/3J
去費等[1/2J (跡地公共利用)、公共施 費、コミュニティ 区施設造成費等[1! 備事業計画策定費、 イ.調査設計計画費
(2)公共施設等整備 設等の整備費、コミュニ 住宅(賃貸)建設費、 2J 地区施設整備費[1/2J ロ.環境共生施設整備費(道路、通路及
補助有内
費、改良住宅(賃 ティ住宅用地取得造成 同用地取得造成費 (2)地区施設整備促進 び駐車施設等、薄い浸透施設、緑化
貸)建設費、用地 費口12J [1/2J 費[1!3J 公関空地、緑化人口地盤、屋上緑化
取得費等[2/3J (2)コミュニティ住宅(賃 (2)共同立替等共同施 施設)
(3)改良住宅(分譲) 貸〉の設置費[2/3J 設整備費等口/2J ハ.附帯事務費
















































































































































Ecological Housing Development (環境共生型住宅地).Techniques of Environmental 
Conservation and Improvement (環境保全・改善技術). Environmental Improvement 
(住環境整備)
榊原・萩原:環境共生型住宅整備に関する考察
Recent Changes of the Policy on Ecological Housing Development : 
Existing System and Political Problem 
Yoriko Sakakibara* and K.iyoko Hagihara叫
*Sanwa Research Institute Corp. 
**Center for Urban Studies， Tokyo Metropolitan University 
Comprehensive Urban Studies， No.66， 1998， pp.93-103 
103 
Recently Ecological Housing Development， which is one of ecological planning， has been 
projected. Many kinds of techniques to conserve and to improve residential environment are 
introduced in Ecological Housing Development. The pu中oseof this paper is to be c1ear an 
out1ine and latest trend of these residential area. 
Most of Ecological Housing Development is implemented by public sector. The initial cost 
of these pr吋ectsis very expensive， soit is difficult to do by private sector. Additionally it is 
pointed out that it is not c1ear of the effect of environmental improvement by this development. 
And Ecological Planning is implemented in residential area that has middle level of residential 
environment; it might be different from traditional housing policy as social welfare. So it is 
important to implement feasibly study at the view of “efficiency". In future ecological planning 
wi1 be one of most effective method for Environmental Improvement. 
